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「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」三
つ
の
柱

　

本
年
2
月
、
時
事
通
信
社
よ
り
「
競
わ
な
い
地
方
創
生

～
人
口
急
減
の
真
実
」
を
出
版
し
た
。
本
書
は
地
方
が
衰

退
す
る
根
本
的
な
原
因
と
、
具
体
的
な
改
革
方
法
を
次
の

三
つ
の
柱
か
ら
論
じ
て
い
る
。
本
連
載
は
3
回
に
わ
た
り
、

三
つ
の
柱
を
順
に
詳
解
す
る
。

　

（
1
）「
人
口
減
少
対
策
」
の
改
革

　

（
2
）「
自
治
体
経
営
・
企
業
経
営
」
の
改
革

　

（
3
）「
働
き
方
」
の
改
革

　

初
回
は
（
1
）「
人
口
減
少
対
策
」
の
改
革
で
あ
る
。

　

改
革
の
要
旨
を
表
1
に
纏ま

と

め
た
。

現
象
の
表
面
を
視
る
の
で
は
な
く
、原
因
を
考
え
る

　

本
書
は
、
地
方
が
衰
退
す
る
根
本
的
な
原
因
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
問
題
解
決
の
手
法
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
の
手

法
」
を
使
っ
て
、
画
期
的
で
正
し
い
と
思
わ
れ
る
解
決
策

を
導
い
て
い
る
。

　

「
画
期
的
で
正
し
い
」
と
言
う
意
図
は
、
現
在
の
政
策

が
昔
か
ら
効
果
を
出
せ
て
い
な
い
「
陳
腐
で
間
違
っ
た
」

内
容
な
の
に
今
も
な
お
、
前
例
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
子
育
て
支
援
だ
け
に
偏
重
す
る
人
口
減
少

対
策
は
、
陳
腐
で
間
違
っ
た
政
策
を
前
例
踏
襲
す
る
典
型

と
言
え
る
。
こ
の
原
因
は
、
人
口
減
少
対
策
を
導
く
「
問

題
解
決
の
手
法
が
間
違
っ
て
い
る
」
こ
と
に
あ
る
。

　

正
し
い
問
題
解
決
の
手
法
は
「
現
象
の
表
面
だ
け
を
視

る
の
で
は
な
く
、
原
因
を
考
え
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
現
在
の
政
策
は
「
現
象
の
表
面
だ
け
を
視
て
、

そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
症
療
法
」
を
講
じ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
要
す
る
に
、
日
本
の
政
策
立
案
者
（
政
治
家
、
行

政
）
は
次
の
二
つ
の
錯
覚
に
陥
っ
て
い
る
。

　

①�

「
解
決
す
べ
き
問
題
＝
原
因
」
を
、
目
に
見
え
る
現

象
の
こ
と
だ
と
錯
覚

　

②�

現
象
だ
け
を
視
て
逆
方
向
へ
、
強
制
・
規
制
す
る
こ

と
を
、
問
題
解
決
だ
と
錯
覚

現
象
だ
け
を
視
て
、規
制
し
た
が
る「
権
力
者
の
弊
害
」

　

間
違
っ
た
問
題
解
決
に
陥
る
罠わ

な

を
、
②
に
見
い
だ
せ
る
。

現
象
を
「
強
制
・
規
制
で
き
る
強
権
力
を
有
す
る
政
治

家
・
役
所
」
に
と
っ
て
、
真
の
原
因
を
考
え
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
強
制
・
規
制
は
簡
単
に
実
施
で
き
る
。

　

権
力
を
有
す
る
政
策
立
案
者
に
能
力
が
無
い
と
、
現
象

を
強
制
・
規
制
す
る
間
違
っ
た
政
策
ば
か
り
導
入
さ
れ
て

し
ま
う
。
日
本
が
規
制
大
国
で
あ
る
所ゆ
え
ん以

が
こ
こ
に
あ
る
。

　

例
え
ば
、
地
方
の
中
心
市
街
地
と
商
店
街
が
衰
退
し
続

け
た
時
代
、
政
策
立
案
者
は
何
を
し
た
か
？

　

ま
ず
、
大
型
店
の
「
長
時
間
営
業
と
い
う
現
象
を
規

制
」。
次
に
「
郊
外
出
店
と
い
う
現
象
を
規
制
」。
政
策
と

は
名
ば
か
り
で
、
規
制
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

真
の
原
因
で
あ
る
「
中
心
市
街
地
と
商
店
街
に
顧
客
価

値
が
無
い
」
状
態
を
放
置
し
た
ま
ま
、
い
く
ら
現
象
を
逆

方
向
へ
規
制
し
て
も
、
効
果
は
全
く
出
な
か
っ
た
。
結
果
、

地
方
の
中
心
市
街
地
と
商
店
街
は
衰
退
し
続
け
る
。

顧
客
は
政
策
・
規
制
の
通
り
に
動
い
て
く
れ
な
い

　

顧
客
は
政
策
立
案
者
の
規
制
・
思
惑
通
り
に
は
絶
対
に

動
い
て
く
れ
な
い
。
こ
の
事
実
を
認
識
し
よ
う
。

　

衰
退
し
た
地
方
の
中
心
市
街
地
と
商
店
街
を
再
生
す
る

方
法
は
「
顧
客
価
値
の
創
造
」
し
か
な
い
。
こ
の
具
体
的

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

人
口
減
少
対
策
も「
定
石
、攻
め
、守
り
」を
使
い
分
け
る

現
象
だ
け
を
視
て
、規
制
し
た
が
る「
権
力
者
の
弊
害
」

木
曜
連
載

競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
①
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な
方
法
は
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」

の
6
章
で
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

政
策
立
案
者
で
は
な
く
、当
事
者
意
識
で
考
え
る

　

人
口
減
少
対
策
も
「
現
象
の
表
面
だ
け
を
視
る
の
で
は

な
く
、
原
因
を
考
え
る
」
正
し
い
問
題
解
決
の
手
法
で
導

い
て
み
よ
う
。

　

最
初
に
認
識
す
べ
き
は
、
現
象
は
誰
の
目
に
も
見
え
る

が
、
原
因
は
目
に
見
え
に
く
い
こ
と
。
こ
の
特
性
を
認
識

す
る
だ
け
で
も
、
少
し
だ
が
問
題
解
決
の
ス
キ
ル
が
改
善

す
る
。
特
性
を
具
体
的
に
二
つ
挙
げ
よ
う
。

　

①�

誰
の
目
に
も
見
え
る
事
象
は
、
原
因
で
な
く
現
象

　

②�

原
因
は
目
に
見
え
に
く
い
。
だ
か
ら
、
深
く
考
え
る

（
深
く
考
え
な
い
と
、原
因
は
絶
対
に
分
か
ら
な
い
）

　

深
く
考
え
る
と
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
？

　

政
策
立
案
者
で
は
な
く
、
当
事
者
の
意
識
で
深
く
考
え

る
。
当
事
者
意
識
で
考
え
る
こ
と
は
本
来
、
全
く
難
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
政
策
立
案
者
も
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
生
活
で
は
当
事
者
の
一
員
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、

政
策
立
案
と
い
う
強
権
力
を
有
す
る
者
は
、
自
分
も
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
生
活
で
は
当
事
者
の
一
員
で
あ
る
意
識
が
無

く
「
現
象
を
規
制
、
他
人
を
強
制
」
し
た
が
る
。

　

例
を
挙
げ
よ
う
。
衰
退
す
る
中
心
市
街
地
と
商
店
街
と

い
う
現
象
を
両
者
は
ど
う
考
え
る
か
？

　

政
策
立
案
者
は
「
衰
退
す
る
中
心
市
街
地
と
商
店
街
は

再
生
す
べ
き
」
と
い
う
前
提
で
再
生
策
を
考
え
る
。
と
こ

ろ
が
、
自
分
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
で
は
、
当
事
者

（
消
費
者
）

の
一
員
と
い

う
意
識
が
無

い
。
だ
か
ら
、

自
分
は
郊
外

大
型
店
で
消

費
し
て
い
る

く
せ
に
、
他

人
（
市
民
）

に
は
中
心
市

街
地
と
商
店

街
で
消
費
さ

せ
よ
う
と
強

制
し
た
が
る
。

し
か
し
、
当

事
者
（
消
費

者
）
意
識
が

無
い
か
ら
、

消
費
者
の
気

持
ち
（
原

因
）
が
分
か

ら
な
い
。
そ

こ
で
、
郊
外

大
型
店
が
成

長
し
て
い
る

と
い
う
現
象

を
規
制
す
る

間
違
っ
た
愚

策
し
か
思
い
付
か
な
い
。

　

一
方
、
当
事
者
（
消
費
者
）
の
多
く
は
、
そ
も
そ
も
論

と
し
て
「
衰
退
す
る
中
心
市
街
地
と
商
店
街
は
再
生
す
べ

き
」
と
い
う
前
提
で
考
え
て
い
な
い
。

　

こ
こ
に
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
が
成
功
し
な
い
原
因
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
問
題
解
決
の
出
発
点
で

あ
る
前
提
が
、
政
策
立
案
者
と
当
事
者
（
消
費
者
、
市

民
）
で
は
正
反
対
に
違
う
。
前
提
が
間
違
っ
て
い
れ
ば
、

前
提
か
ら
導
く
政
策
も
当
然
に
、
間
違
っ
た
も
の
と
な
り
、

成
功
す
る
わ
け
が
な
い
。

当
事
者（
消
費
者
、市
民
）の
前
提
で
考
え
る

　

以
上
よ
り
、
第
二
の
正
し
い
問
題
解
決
手
法
を
導
く
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
政
策
立
案
者
と
し
て
で
は
な

く
「
当
事
者
の
前
提
と
意
識
で
考
え
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
対
策
も
「
当
事
者
の
前
提
と
意
識
」
を
出
発

点
に
据
え
る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
女
性
と

配
偶
者
（
夫
）
の
意
識
で
、
人
口
急
減
の
原
因
を
考
え
る
。

　

最
初
に
認
識
す
べ
き
は
、
衰
退
す
る
中
心
市
街
地
と
商

店
街
と
い
う
現
象
と
同
様
に
、
政
策
立
案
者
（
男
性
）
の

多
く
が
自
分
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
で
は
、
当
事
者

（
夫
）
で
あ
る
、
と
い
う
意
識
が
薄
い
こ
と
だ
。
例
を
挙

げ
よ
う
。

　

政
策
立
案
者
（
男
性
）
と
し
て
は
「
女
性
が
働
く
こ
と
、

子
ど
も
を
生
ん
で
育
て
る
こ
と
を
両
立
さ
せ
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
夫
は
育
児
休
暇
を
取
得
し
て
、
家
事
・
育
児
を

積
極
的
に
行
う
べ
き
」
と
い
う
美
し
い
理
想
を
前
提
に
す

る
。

表1　人口減少対策を三つに分けて、現在の政策と本書提案を比較

出典：「競わない地方創生～人口急減の真実」第7章

地域コミュニティが他人の「世話を焼く」
実家の近くに住む「近居」
おじいちゃんが育児する「イクジイ」
世話を焼く宇都宮の「宮コン」
世話を焼く佐賀県武雄市「お結び課」
地域おこし協力隊や役所に導入
ITエンジニア等クリエーティブな仕事を増やす
補助金ばらまきから、ノウハウを提供へ改革

保育所整備、児童手当等「金を出す」
育児休暇等「働き方の自由裁量」

出会いの場を用意するだけ

日本では普及していない
特定の企業・職種は導入（企業任せ）
お金（補助金）を出すだけ

子育て

婚活

　　　パラレルキャリア
　　　在宅勤務
　　　起業（家族経営）

働
き
方

現在の政策 本書の提案
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し
か
し
、
い
ざ
自
分
が
当
事
者
（
夫
、
夫
の
上
司
）
に

な
る
と
「
俺
は
忙
し
い
か
ら
、
家
事
・
育
児
な
ん
か
で
き

な
い
」
と
か
「
育
児
休
暇
を
求
め
る
部
下
な
ん
か
、
男
女

と
も
困
る
」
と
い
う
、
男
ら
し
い
意
識
の
ま
ま
行
動
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
行
動
を
「
セ
ク
ハ
ラ
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と

言
う
。

　

こ
の
よ
う
な
意
識
を
「
男
・
女
ら
し
さ
意
識
が
高
い
」

「
権
力
格
差
意
識
が
高
い
」
と
言
う
。

男
・
女
ら
し
さ
意
識
が
高
い
国
ほ
ど
、少
子
化
が
進
む

　

男
ら
し
さ
意
識
と
権
力
格
差
意
識
は
、
心
理
学
の
大
家

で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
が
著
し
た
世
界
的

な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「Cultures and O

rganizations: 

Softw
are of the M

ind

」（
翻
訳
書
は
「
多
文
化
世
界
」

有
斐
閣
、
1
9
9
5
年
）
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

　

男
・
女
ら
し
さ
意
識
と
は
、
相
手
と
自

分
に
男
・
女
ら
し
さ
を
要
求
す
る
心
理
の

高
さ
、
で
あ
る
。
例
え
ば
「
男
は
家
の
外

で
仕
事　
VS　

女
は
家
の
中
で
家
事
・
育

児
」
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
男
・
女
ら
し
さ
意
識
が
低

い
ほ
ど
「
男
女
の
価
値
観
が
同
じ
に
な
る
。

家
事
・
育
児
を
異
性
と
同
じ
よ
う
に
抵
抗

な
く
で
き
る
」
と
、
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
は
指

摘
す
る
。

　

逆
に
、
男
・
女
ら
し
さ
意
識
が
高
い
ほ

ど
「
男
女
の
価
値
観
は
正
反
対
に
ズ
レ
る
。

競
争
や
権
力
で
価
値
が
決
ま
る
」
と
、
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
は

指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
男
・
女
ら
し
さ
意
識
の
高
さ
と
、

権
力
格
差
意
識
は
比
例
し
や
す
い
。

　

正
反
対
に
ズ
レ
る
典
型
例
が
先
述
し
た
「
男
は
家
の
外

で
仕
事　
VS　

女
は
家
の
中
で
家
事
・
育
児
」
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
男
・
女
ら
し
さ
意
識
は
、
出
生
率
と
も
高

い
相
関
関
係
が
あ
る
と
、
容
易
に
想
像
で
き
る
（
表
2
）。

　

そ
し
て
、
次
が
私
の
核
心
的
な
仮
説
（
想
像
）
で
あ
る
。

男
・
女
ら
し
さ
意
識
が
高
い
国
で
「
女
性
の
学
歴
や
就
業

率
が
高
く
な
る
な
ど
、
そ
の
国
が
規
範
と
す
る
、
女
ら
し

さ
が
失
わ
れ
る
ほ
ど
、
少
子
化
が
進
む
」。

権
力
格
差
意
識
が
高
い
国
ほ
ど
、中
央
集
権
が
進
む

　

権
力
格
差
意
識
と
は
、
権
力
者
へ
の
依
存
（
服
従
・
盲

信
）
度
を
示
す
。

　

権
力
格
差
意
識
が
高
い
者
・
国
ほ
ど
、
権
力
者
（
上
司
、

お
上
）
は
権
力
弱
者
（
部
下
、
地
方
）
に
絶
対
服
従
を
求

め
る
。
逆
説
的
に
言
う
と
、
権
力
弱
者
は
権
力
者
へ
依
存

し
て
、
楽
を
し
た
が
る
。
つ
ま
り
、
公
務
員
の
よ
う
に

「
指
示
待
ち
」
な
姿
勢
と
な
り
、
自
分
の
頭
で
考
え
な
く

な
る
。

　

逆
に
、
権
力
格
差
意
識
が
低
い
者
・
国
ほ
ど
、
上
下
関

係
が
対
等
と
な
り
、
親
密
な
協
働
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
。
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
が
指
摘
す
る
権
力
格
差
意
識
の
特

性
を
見
れ
ば
、
権
力
格
差
意
識
が
低
い
国
ほ
ど
「
組
織
が

フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
（
地
方
分
権
が
進
む
）」
と
想
像
で
き

る
（
表
3
）。

人
口
減
少
対
策
も「
定
石
、攻
め
、守
り
」が
必
要

　

以
上
よ
り
、
男
・
女
ら
し
さ
意
識
の
高
さ
こ
そ
「
日
本

が
急
激
な
人
口
減
少
に
陥
る
原
因
」（
注
）
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

（
注
）�

本
書
で
は
、
人
口
急
減
に
陥
る
複
雑
な
原
因
を
導

く
考
察
を
、
も
っ
と
多
く
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

い
る
。
本
稿
は
紙
面
制
約
か
ら
簡
略
化
し
て
、
人

口
減
少
の
根
本
的
な
解
決
策
は
「
男
ら
し
さ
意
識

を
下
げ
る
」
こ
と
を
導
い
た
。

　

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
施
策
は
、

根
本
的
な
定
石
に
加
え
、
攻
め
と
守
り
の
一
手
を
、
状
況

に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

出典：ホフステード著「多文化世界」（有斐閣、1995年）
注）出生率と政治形態は筆者が追記。出生率は、2005～2010
年の合計特殊出生率。順位はいずれもIBM53カ国の調査結果。

表3　権力格差指標

フランス
韓国
日本
アメリカ
ドイツ
スウェーデン

15
27
33
38
42
47

68
60
54
40
35
31

中央集権
↑
↓

地方分権

権力格差意識
順位 指標度数

政治形態

表2　男・女らしさ意識と出生率

日本
イタリア
ドイツ
フランス
ノルウェー
スウェーデン

1
4
9
35
52
53

95
70
66
43
8
5

1.27
1.38
1.32
1.89
1.89
1.87

低
↑
↓
高

男・女らしさ意識
順位 指標度数

出生率
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例
え
ば
、
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
等
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
も
、

囲
碁
や
将
棋
に
し
て
も
、
シ
ョ
ッ
ト
ご
と
（
一
手
ご
と
）

に
「
根
本
的
な
定
石
、
攻
め
、
守
り
」
を
状
況
に
よ
っ
て

使
い
分
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
人
口
減
少
対
策
を
「
定
石
、

攻
め
、
守
り
」
の
三
つ
に
分
け
て
解
説
す
る
本
書
は
、
他

分
野
と
比
較
す
る
と
定
石
通
り
だ
が
、
人
口
減
少
対
策
と

し
て
は
画
期
的
と
言
え
る
。

　

表
1
を
見
て
、
ど
の
施
策
が
攻
め
か
守
り
か
を
考
え
な

が
ら
、
読
み
進
め
て
ほ
し
い
。

働
き
方
を
変
え
る「
攻
め
の
人
口
減
少
対
策
」

　

以
下
は
私
が
実
家
の
飲
食
店
で
経
営
補
佐
を
し
て
い
た

当
時
の
体
験
談
で
あ
る
。

　

私
の
妻
は
、
雇
用
さ
れ
る
仕
事
を
出
産
前
に
辞
め
て
い

た
。
子
ど
も
2
人
を
出
産
後
、
子
育
て
と
両
立
で
き
る
仕

事
を
探
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
扱
い
の
仕
事
し
か
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
実
家
の
飲
食
店
で
2
人
の
子
ど
も
の
育
児
を

し
な
が
ら
働
い
て
み
た
。
育
児
は
家
族
の
誰
か
が
交
代
で

担
う
予
定
だ
っ
た
が
、
年
配
の
女
性
顧
客
等
お
客
さ
ま
の

多
く
が
喜
ん
で
育
児
に
参
加
し
て
く
れ
た
。
中
に
は
「
う

ち
の
孫
が
同
い
年
だ
か
ら
、
あ
し
た
娘
と
孫
を
連
れ
て
店

に
来
る
わ
」
と
言
い
、
常
連
客
に
な
っ
て
く
れ
る
お
客
さ

ま
も
い
た
。

　

店
の
常
連
客
と
売
上
高
は
増
え
る
し
、
妻
は
マ
イ
ペ
ー

ス
で
楽
し
く
働
け
る
し
、
一
石
二
鳥
の
効
果
に
驚
い
た
。

真ま

ね似
し
た
い
、
と
感
じ
た
方
は
、
同
じ
こ
と
を
実
践
し
て

も
、
地
域
性
や
顧
客
層
が
違
え
ば
、
次
の
よ
う
に
成
果
は

正
反
対
に
違
う
こ
と
に
留
意
し
よ
う
。

　

1
．�

店
内
で
育
児
を
し
な
が
ら
店
を
経
営
す
る
こ
と
は

「
大
都
市
オ
フ
ィ
ス
街
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
顧
客
な

ら
迷
惑
が
ら
れ
る
が　
VS　

地
方
の
女
性
顧
客
な

ら
逆
に
集
客
の
武
器
に
な
る
」

　

2
．�

女
性
が
出
産
後
も
働
く
に
は
「
大
都
市
の
雇
用
者

に
は
保
育
所
が
必
要
だ
が　
VS　

地
方
の
家
族
経

営
な
ら
保
育
所
な
ん
か
無
く
て
も
、
女
性
は
自
分

で
育
児
を
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
働
け
る
」

　

3
．�

雇
用
さ
れ
る
女
性
は
「
育
児
は
他
人
に
依
存
す
る

か
ら
、
出
産
は
不
利
だ
が　
VS　

家
族
経
営
な
ら

出
産
し
て
も
育
児
を
自
分
で
し
な
が
ら
仕
事
が
で

き
る
し
、
顧
客
や
仲
間
も
増
え
る
か
ら
、
む
し
ろ

有
利
」

　

こ
の
体
験
談
を
講
演
等
で
話
す
と
、
多
く
の
女
性
は
共

感
し
て
、
次
の
よ
う
な
本
音
を
話
し
て
く
れ
る
。

　

「
私
た
ち
女
性
は
、
自
分
で
育
児
を
し
な
が
ら
働
き
た

い
か
ら
、
在
宅
勤
務
や
起
業
（
家
族
経
営
）
と
い
う
仕
事

は
理
想
的
。
で
も
、
在
宅
勤
務
や
起
業
は
難
し
い
し
、
自

治
体
の
支
援
制
度
は
保
育
所
し
か
無
い
。
そ
の
結
果
、
私

た
ち
は
雇
用
さ
れ
る
仕
事
と
保
育
所
を
併
せ
て
探
す
。
し

か
し
実
は
、
保
育
所
を
造
る
支
援
よ
り
も
、
女
性
の
在
宅

勤
務
や
起
業
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
支
援
こ
そ
必
要
」

　　

出
生
率
が
大
都
市
よ
り
地
方
の
方
が
高
い
理
由
の
一
つ

に
、
農
業
を
含
む
自
営
業
と
い
う
家
族
経
営
の
働
き
方
が

普
及
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

保
育
所
に
子
ど
も
を
預
け
た
い
と
い
う
「
現
象
の
表

面
」
だ
け
を
視
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
育
児
も
で
き
る

在
宅
勤
務
や
家
族
経
営
と
い
う
形
で
働
き
た
い
が
難
し
い

と
い
う
「
原
因
」
を
考
え
た
、
攻
め
の
人
口
減
少
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

父
親
の
育
児
を
諦
め
た「
守
り
の
人
口
減
少
対
策
」

　

保
育
所
を
造
る
こ
と
を
柱
と
す
る
子
育
て
支
援
だ
け
に

偏
重
し
た
人
口
減
少
政
策
（
少
子
化
対
策
）
を
20
年
前
か

ら
今
も
継
続
し
て
い
る
か
ら
、
日
本
は
少
子
化
が
止
ま
ら

な
い
事
実
に
、
気
が
付
い
た
方
が
い
い
。

　

日
本
最
初
の
人
口
減
少
政
策
「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
は
、

そ
の
象
徴
で
あ
る
。
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
と
は
、
1
9
8
9

年
に
合
計
特
殊
出
生
率
が
過
去
最
低
の
1
・
57
に
落
ち
込

ん
で
「
1
・
57
シ
ョ
ッ
ク
」
と
騒
い
だ
政
府
が
5
年
も
時

間
を
か
け
て
、
1
9
9
4
年
に
制
定
し
た
も
の
。
通
称

「
今
後
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
策
の
基
本
的
方
向
に

つ
い
て
」
と
言
う
。
通
称
の
「
子
育
て
支
援
の
た
め
」
が

示
す
よ
う
に
、
子
育
て
支
援
だ
け
を
念
頭
に
置
い
た
政

策
と
言
え
る
。
子
育
て
支
援
だ
け
を
念
頭
に
置
い
た
人

口
減
少
対
策
に
よ
り
、
日
本
の
出
生
率
は
1
・
57
か
ら

2
0
0
5
年
に
は
1
・
26
に
ま
で
下
が
り
、
成
果
を
全
く

出
せ
て
い
な
い
。

　

人
口
減
少
対
策
で
成
果
を
出
す
に
は
、
次
の
二
つ
の
実

践
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
子
育
て
支
援
に
偏
重
せ
ず
、

表
1
で
示
し
た
3
分
野
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
。
そ
し

て
「
お
金
を
ば
ら
ま
く
だ
け
、
制
度
・
計
画
を
つ
く
る
だ

け
」
の
現
状
を
改
め
て
、
意
識
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
で
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あ
る
。

　

意
識
改
革
が
重
要
な
理
由
は
、
子
育
て
支
援
政
策
と
し

て
表
1
が
提
示
す
る
三
つ
の
「
守
り
の
＝
消
極
的
な
人
口

減
少
対
策
」
を
市
民
が
自
発
的
に
実
践
す
る
背
景
に
あ
る
。

以
下
三
つ
の
「
消
極
的
な
人
口
減
少
対
策
」
に
は
、
日
本

で
少
子
化
が
進
む
原
因
を
象
徴
す
る
共
通
項
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率
の
絶
望
的
な
低
さ
が
象

徴
す
る
よ
う
に
、
父
親
を
含
む
「
現
役
世
代
の
男
性
の
育

児
参
加
を
諦
め
て
い
る
（
絶
望
し
て
い
る
）」
こ
と
。
そ

う
、
三
つ
の
人
口
減
少
対
策
を
「
消
極
的
」
と
言
う
意
図

は
、
役
に
立
た
な
い
制
度
・
政
策
へ
の
絶
望
感
で
あ
る
。

　

1
．�「
世
話
を
焼
く
」
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
育

児
支
援

　

2
．�

妻
側
の
家
族
に
育
児
を
助
け
て
も
ら
う
「
近
居
」

　

3
．�

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
孫
を
育
児
す
る
「
イ
ク
ジ
イ
」

成
功
事
例
の「
制
度
を
真
似
る
な
　
VS
　
意
識
を
学
べ
」

　

日
本
は
過
去
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
出
生
率
が
高
い

国
の
育
児
休
暇
制
度
な
ど
子
育
て
支
援
制
度
を
、
そ
っ
く

り
真
似
し
て
き
た
。
し
か
し
、
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率

は
、
日
本
が
0
・
5
％
だ
っ
た
2
0
0
5
年
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
79
・
2
％
（「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
に
お
け
る
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
調
査
」
2
0
0
5
年
内
閣

府
）
で
あ
る
。

　

両
国
の
差
は
表
2
で
分
か
る
よ
う
に
、
男
・
女
ら
し
さ

意
識
が
「
日
本
は
世
界
で
最
も
高
い
国
　
VS
　
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
は
世
界
で
最
も
低
い
国
」。

　

つ
ま
り
、
日
本
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
出
生
率
が
高
い

「
国
の
制
度
・
政
策
は
真
似
」
し
て
導
入
し
た
。
し
か
し
、

日
本
人
は
出
生
率
が
高
い
「
国
民
の
意
識
と
は
正
反
対
に

違
う
」
か
ら
、
真
似
し
た
制
度
・
政
策
が
全
く
機
能
し
な

い
。

　

日
本
が
急
激
な
人
口
減
少
を
克
服
す
る
根
本
的
な
解
決

策
は
、
男
ら
し
さ
意
識
・
権
力
格
差
意
識
を
低
く
す
る

「
意
識
改
革
」
し
か
な
い
。

意
識
改
革
は
、行
動
を「
変
え
て
、習
慣
に
す
る
」

　

「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急
減
の
真
実
」
は
、
男

ら
し
さ
意
識
・
権
力
格
差
意
識
を
低
く
す
る
「
意
識
改
革

五
つ
の
方
法
」
を
解
説
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
方
法
も
、

お
金
を
掛
け
な
い
で
簡
単
に
実
践
で
き
る
。

　

ま
ず
、
意
識
改
革
五
つ
の
方
法
を
開
発
し
た
背
景
を
説

明
し
よ
う
。
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
の
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

「
多
文
化
世
界
」
は
、
か
つ
て
私
が
在
籍
し
た
I
B
M
が

労
働
生
産
性
を
高
め
る
目
的
で
事
業
を
展
開
す
る
53
カ
国

で
、
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
に
委
託
し
た
調
査
を
纏
め
た
も
の
だ
。

よ
っ
て
、
I
B
M
で
は
調
査
後
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る

数
々
の
施
策
が
導
入
さ
れ
た
。
日
本
に
は
強
力
な
推
進
が

要
求
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
は
経
済
的
な
先
進
国
の

中
で
唯
一
「
男
・
女
ら
し
さ
意
識
も
権
力
格
差
意
識
も
高

い
、
意
識
が
未
熟
な
途
上
国
」
だ
か
ら
。

　

男
・
女
ら
し
さ
を
世
界
で
最
も
重
ん
じ
る
日
本
の
意

識
・
人
間
関
係
は
、
士
農
工
商
と
い
う
身
分
格
差
（
権
力

格
差
）
が
あ
っ
た
武
士
の
時
代
は
価
値
が
高
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
国
や
家
族
と
い
う
組
織
が
成
熟

す
る
ほ
ど
、
男
・
女
ら
し
さ
意
識
は
低
く
な
り
、
男
女
対

等
が
進
む
」
の
が
世
界
の
潮
流
で
あ
る
。

　

権
力
格
差
意
識
も
同
様
に
「
国
や
組
織
が
成
熟
す
る
ほ

ど
、
権
力
格
差
意
識
は
低
く
な
り
、
上
下
対
等
が
進
む
」

こ
と
で
、
個
人
の
自
主
性
と
創
造
力
が
、
国
や
組
織
の
成

長
を
支
え
る
時
代
に
な
っ
た
。

　

時
代
が
変
わ
れ
ば
（
女
性
が
高
学
歴
化
し
て
、
働
く

こ
と
が
当
然
に
な
れ
ば
）、
意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
、
男
性
が
主
役
だ
っ
た
時
代
の
男
ら
し
さ
意
識
を
変

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
男
ら
し
さ
意
識
を
変
え
な
い
ま

ま
、
育
児
休
暇
制
度
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務
制
度
な

ど
出
生
率
が
高
い
国
の
施
策
を
真
似
し
て
導
入
し
て
も
、

利
用
さ
れ
な
い
か
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
効
果
が
出
な

い
。
真
似
し
た
施
策
が
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
利
用
者

本
人
（
夫
）
と
周
囲
（
職
場
の
上
司
・
同
僚
）
の
意
識
改

革
が
求
め
ら
れ
る
。

　

I
B
M
で
実
施
し
た
意
識
改
革
の
う
ち
、
役
所
の
欠
陥

を
示
唆
す
る
方
法
を
一
つ
だ
け
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

「
役
職
名
」で
呼
ぶ
な
。誰
を
も「
さ
ん
」付
け
で
呼
ぶ

　

�

　
権
力
や
性
別
を
互
い
に
意
識
し
合
わ
な
い
た
め
、
誰

に
対
し
て
も
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
ぶ
。
次
の
行
為
は
禁

止
。

　

①
権
力
者
（
上
司
）
を
、
役
職
名
で
呼
ぶ
の
は
禁
止

　

②�

権
力
弱
者
（
部
下
）
を
、
格
下
を
意
識
さ
せ
る
「
く

ん
」
付
け
で
呼
ぶ
の
は
禁
止

　

③�

女
性
に
、
そ
し
て
社
内
で
、
女
ら
し
さ
を
意
識
さ
せ

る
「
女
の
子
」
呼
ば
わ
り
す
る
の
は
禁
止



7 2016年（平成28年）4月14日（木）　地方行政　第3種郵便物認可

　

役
所
は
、
こ
の
三
つ
の
禁
止
行
為
す
べ
て
が
横
行
し
て

い
る
と
思
う
。
三
つ
の
禁
止
行
為
は
「
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ

ハ
ラ
」
の
温
床
で
あ
る
。
そ
う
、
セ
ク
ハ
ラ
は
男
ら
し
さ

意
識
か
ら
生
ま
れ
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
権
力
格
差
意
識
か
ら
生

ま
れ
る
。

　

事
例
で
説
明
し
よ
う
。
あ
る
役
所
で
、
台
風
が
接
近
し

て
い
る
と
き
、
定
時
の
夕
方
ま
で
役
所
に
居
る
と
帰
宅
に

支
障
が
出
そ
う
な
状
況
で
、
幹
部
M
さ
ん
が
午
後
就
業
開

始
時
に
大
き
な
声
で
「
女
の
子
は
今
す
ぐ
帰
っ
て
い
い
」

と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
女
性
職
員
た
ち
は
「
私
は
帰
っ

て
い
い
の
か
し
ら
？
」
等
と
対
応
に
苦
慮
し
、
幹
部
M
さ

ん
の
「
無
自
覚
な
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
」
に
激
怒
す
る
。

　

そ
う
、
無
自
覚
（
意
識
で
き
て
い
な
い
）
な
の
だ
。
男

ら
し
さ
意
識
・
権
力
格
差
意
識
が
高
い
者
は
自
分
が
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
で
き
て

い
な
い
。
同
様
に
、
公
共
の
場
で
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
て

平
然
と
し
て
い
る
者
は
、
自
分
が
迷
惑
行
為
を
犯
し
て
い

る
意
識
が
無
い
。
だ
か
ら
、
他
人
か
ら
注
意
さ
れ
る
と

激げ
っ
こ
う昂

し
て
し
ま
う
。
同
様
に
、
幹
部
M
さ
ん
の
よ
う
に
男

ら
し
さ
意
識
・
権
力
格
差
意
識
が
高
い
上
司
に
、
部
下
は

「
あ
な
た
の
行
為
は
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
で
す
」
と

は
絶
対
に
指
摘
で
き
な
い
。

　

幹
部
M
さ
ん
の
存
在
に
は
、
男
性
職
員
も
不
満
を
抱
く
。

な
ぜ
な
ら
「
女
の
子
は
今
す
ぐ
帰
っ
て
い
い
」
と
い
う
発

言
は
普
段
か
ら
「
女
の
子
に
は
重
要
な
仕
事
を
さ
せ
て
い

な
い
」
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
し
「
男
は
重
要
な
仕
事
を

与
え
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
仕
事
を
し
ろ
」
と
言
っ
て
い
る

に
等
し
い
か
ら
だ
。

　

「
帰
宅
困
難
な
台
風
が
発
生
し
て
も
、
仕
事
を
し
ろ
」

と
言
う
上
司
に
、
部
下
は
「
育
児
の
た
め
に
、
仕
事
を
し

な
い
（
で
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
い
）」
と
は
言
い
に
く

い
。
育
児
休
暇
の
取
得
率
が
絶
望
的
に
低
い
原
因
は
、
上

司
の
意
識
が
低
い
こ
と
に
あ
る
。
意
識
を
変
え
な
い
ま
ま
、

他
者
・
他
国
の
政
策
を
真
似
し
て
も
、
全
く
機
能
し
な
い
。

女
性
活
躍
も
組
織
活
性
化
も
、意
識
改
革
か
ら
始
ま
る

　

日
本
の
役
所
的
な
会
社
・
社
会
が
生
む
重
大
な
欠
陥
が

も
う
一
つ
あ
る
。
男
ら
し
さ
意
識
・
権
力
格
差
意
識
が
高

い
上
司
が
蔓は

び
こ延

る
官
僚
体
質
な
組
織
に
は
、
優
秀
な
女
性

が
就
職
し
た
が
ら
な
い
こ
と
だ
。
優
秀
な
女
性
が
就
職
し

て
も
「
女
の
子
に
は
重
要
な
仕
事
を
さ
せ
な
い
」
か
ら
、

女
性
の
能
力
と
意
欲
が
高
ま
ら
な
い
。
結
果
、
優
秀
な
女

性
の
数
・
割
合
は
高
ま
ら
な
い
。

　

優
秀
な
女
性
の
数
・
割
合
が
低
い
ま
ま
、
今
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
女
性
活
躍
推
進
法
が
要
求
す
る
女
性
管
理
職
者

数
の
数
値
目
標
を
導
入
す
る
と
、
ど
う
な
る
か
？

　

優
秀
で
は
な
い
女
性
も
管
理
職
に
登
用
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
優
秀
で
は
な
い
女
性
を
管
理
職
に
登
用
す
る
こ

と
が
目
的
化
し
て
、
重
要
で
な
い
管
理
職
ポ
ス
ト
を
新
設

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
結
果
、
男
性
職
員
の
意
欲
が
落

ち
る
。
会
社
の
業
績
も
落
ち
る
。
い
ず
れ
も
、
官
僚
体
質

な
役
所
や
大
企
業
で
既
に
起
き
て
い
る
現
象
で
あ
る
。

　

一
方
、
I
B
M
で
は
、
私
が
在
籍
し
た
9
年
弱
の
期

間
を
見
る
と
、
女
性
管
理
職
者
数
は
確
実
に
増
え
て
い

た
。
女
性
管
理
職
者
数
を
増
や
す
と
い
う
数
値
目
標
は
存

在
し
た
が
、
女
性
管
理
職
者
数
が
増
え
た
要
因
は
、
数
値

目
標
で
は
な
い
。
自
由
と
責
任
を
セ
ッ
ト
で
実
践
す
る
成

果
主
義
の
意
識
が
根
付
く
企
業
風
土
が
、
成
果
を
発
揮
す

る
女
性
を
増
や
し
、
女
性
管
理
職
者
数
が
増
え
る
の
だ
。

I
B
M
は
こ
れ
を
戦
略
的
に
実
践
し
て
い
る
。
ど
う
い
う

こ
と
か
？

　

女
性
が
働
き
や
す
い
制
度
を
整
え
る
一
方
、
自
由
と
責

任
が
セ
ッ
ト
の
成
果
主
義
な
働
き
方
を
徹
底
す
る
。

　

I
B
M
は
在
宅
勤
務
制
度
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤
務

制
度
な
ど
、
女
性
が
働
き
や
す
い
福
利
厚
生
制
度
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
逆
に
「
自
由
と
責
任
が

セ
ッ
ト
で
与
え
ら
れ
る
成
果
主
義
」
を
徹
底
す
る
厳
し
い

企
業
と
し
て
も
有
名
だ
。
仕
事
の
方
法
は
完
全
に
任
さ
れ

る
が
、
責
任
を
果
た
せ
な
い
（
成
果
を
出
せ
な
い
）
社
員

は
、
会
社
を
辞
め
る
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
自
由
と

責
任
を
セ
ッ
ト
で
実
践
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
自
然
と

意
識
改
革
が
進
む
。

　

I
B
M
の
よ
う
な
会
社
に
は
「
優
秀
な
女
性
が
多
く
入

社
す
る
、
優
秀
な
女
性
が
成
果
主
義
な
仕
事
を
積
ん
で
、

実
力
を
高
め
る
」
か
ら
、
数
値
目
標
の
存
在
に
関
係
な
く
、

女
性
管
理
職
者
数
が
増
え
る
。
そ
の
結
果
、
女
性
が
働
き

や
す
い
会
社
と
し
て
世
間
か
ら
高
く
評
価
し
て
も
ら
え
る

し
、
会
社
の
業
績
も
上
が
る
。

　

女
性
活
躍
も
、
組
織
・
地
域
の
活
性
化
も
、
数
値
目
標

よ
り
先
に
、
意
識
改
革
か
ら
始
め
た
い
。


